
第 17回 研究大会か ら

大会前 日の 7月 9 LJの 昼前に長岡に着いた。俳iに は 大会のi菫案内看板や横断幕は見われなかった

が、25年振 りに‖lJを あげてのホタル祭 りの名残 りがただよっているせいか、歓iШ t´ て くれているよ

うに思、えた。

会場に tlく と、午后から ^斉 に会場 (1:り 、会場への道案内看板を立てるとのことだった.少 々不

安だったが、総勢15人 の守 るftの 人、協賃会の方 が々集るやいなや、あっとい う間に準備は終 ったし

会場玄関にはホ タル祭 りのち ょうちんが飾 られ、雰囲気を盛 りあげた。

出席会員数はかつてない60名 に達 し、会員クトの参加者も多く中央公民館の大会場は、いっばいた

った。

9:30開 会、三枝ft長代理の挨|'の 後、山 本田」長より祝辞、li議会議長、西llN教育長のご挨 1/7が

あって10:00か い研究 発表に移ったり

発表時間は ‐課題につ き質問を含めて20')に 終 るようお願いした。 これは後,■ す る諸情勢に対応

する討議 1話 し合い )の ための、時間を取 りたかったためである。

9人の発表 名が持ち時隔1内 に終わ らせ 、意外に質問 も少な く討議時間が 1時間半も生 した。

最 i丘 における諸情勢 と問題 11は

1 公的機関の新会員の,[]1■ にイ|な う研究′キの体質 |十 気 |と ,理営 、 I1/に 1、 的機 1幻 におけるホタ

′し増殖の問題点

2 4(件物処 llF場設置に伴な う1可 川への汚水流出について、今後の運動 と対策

3 下水1争 化」(に よるホ タノし■
'直

のH月 題 ,|

4 ホ タル保護 条 71)[行 にあたってのHl題 点1.ホ タルの 11言吉めの足 llを め くって

ll上について話 tr)いに 入ったが、意 兇が少な くてJりi角 の持時間をかえってもてあます 1夫態たっ

たのて、総 ftに 移ったぃ

総 rtも し案の会長は、16国 大会で満場 ‐致ておした 121根 [I11モ に条件づき1現 役員のf壬 期が終るまで

の 211間 たけ
'て

引受けてもら,う というrセ 員ft案 でソ式認.ホ タル幼虫の技 |イこ増殖事業は本年をもって

中ll: 次年度の開催地については、 ^応 ちえ_て いた性i賀 lifは 見送 り横浜市にお願いtたいとの意向

を i上 べ、itlHitの 1嗣 ftの 計て 1lLよ り1;()'ナ 余も甲くたrtが 終った.

'こ

学～宿舎への時間が′しヽ配だったが、徒歩で1責 施設、天野川を見学し11の 明るいうらに宿舎に着

い■ ^

町長の歓迎バーティーには旧I長 、1主 巌ft議長、西秋教育長が態 宿々合である長浜市の豊公荘まで来

ていただき、誠に心温まる宴だったぃ

翌11日 は山東旧」の福illバ スで、天の川源氏蛍を
′
1:る 会の森氏の名調子のガイドで |「卜Llの 名所旧績

の説明を聞き、|■ 中ホテルレークビワのホタル飼fi 171設 を見学、同ホテ 7Lで 昼食して守山市jに 向い、

国市の鳴の森公1劇 |′Jの ノ、111‖ と飼育施設を 岩井、平井両1そ の案内で 見学した.ついて守山市の rtt ill

バスで大津市に向い、りIL会 員から千 た川を案内tて もらい、つぎにIf山 寺に参詣して鷲Ft大僧止
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のご案内で寺内を拝観 し、幼虫放流の水流れを見て全 コースを終了した。なお、寺院前の茶店でい

っぶ く井上氏のお もてなしにあづかってから 3時過 ぎ解散 した。

今回の 大会には終始事務連絡をお願いした山東町教育委員会の竹 L日 課長、宿泊変更など面倒な交

渉に当っていただいた森 初 り;両氏に厚 くおネLを 申上げる。

お 知 ら せ ―事務局よリー

1・ 納本 決議文の送付

第17国 大会誌ならびに大会決議 (大 会宣言)を 、 7月 21日 文化庁・環境庁長官・建設省河川局長

に送付。また、大回誌を国会国立図書館に同日納本した。

2 明年度開催の第18回 大会について

佐賀市と横浜市に ^応候補地をしば り、佐賀市に出向いて人工川、増殖状況、見学コースなどを

視察、ご意向を伺ったところ諸般の事情から見送ってはしいとのことだった。横浜市のほうは、九

茂横浜ホタルの会の会長ならびに植村会員にお願したところ、一応引受けていただいた。出向打合

せを年内にと考えたが、ホタル関係の主管が決まっていないので決定次第出向いて打合せする予定

であるが、大会開催時期は 6月 9日 (日 )に なりそうである(,

なお、横浜市は首都圏における市街地や都市公園として他に類をみないこども自然公園があり、

環境調査会を中心に緑政局、公害対策局の職員とによるプロジェクトチームを作 り実施されている。
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